
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　幅広かつ肉薄な第１のカードと、この第１のカードより幅狭かつ肉厚な第２のカードの
両方が挿着可能な収納部を有するハウジングと、前記第１及び第２のカードを前記収納部
内へ案内するガイド部とを備え、前記ガイド部に、前記第１のカードの側面部と当接して
前記第１のカードの挿入を案内する第１の案内面と、前記第２のカードの側面部と当接し
て前記第２のカードの挿入を案内する第２の案内面を形成すると共に、前記第１の案内面
を前記第２の案内面より外方で高さ方向の異なる位置に形成し、前記収納部には、前記第
１のカードの挿入により動作される検出手段を設け、この検出手段 前記第１のカード
により押圧される作動部

、前記作動部を前記第１の案内面と前記
第２の案内面との間に配置し

た
ことを特徴とするカード用コネクタ装置。
【請求項２】
　前記検出手段は、前記第１のカードの挿入により前記作動部が押圧されることにより、
前記収納部の挿着位置へ前記第１のカードの挿入が完了したことを検出することを特徴と

10

20

JP 3827578 B2 2006.9.27

は、
と、この作動部により押圧される第１の可動接点部材と、この第

１の可動接点部材と一端側が接離される固定接点部材とからなり、前記第１の可動接点部
材と前記固定接点部材とを上下に対向して配設し

、前記作動部が前記第１のカードに押圧されて横方向に回動
することにより前記第１の可動接点部材が変位され前記固定接点部材と接触すると共に、
前記ハウジングには、前記第１のカード及び前記第２カードの挿入に伴いカード挿入方向
に移動可能に配設されたスライド部材を備え、前記作動部を前記スライド部材に配置し



する請求項１記載のカード用コネクタ装置。
【請求項３】
　前記第１のカードには、書き込みの禁止か否かを示す識別子が設けられ、前記検出手段
は、挿入された前記第１のカードの前記識別子の配設位置を検出することを特徴とする請
求項１、又は２記載のカード用コネクタ装置。
【請求項４】
　前記検出手段は、 固定接点部材の他端側と接離される第２の可動接点部材

記第２の可動接点部材が前記識別子で押圧されることにより変位され前記固定接点部材
と接触することを特徴とする請求項３記載のカード用コネクタ装置。
【請求項５】
　 記第１及び第２の可動接点部材と、前記固定接点部材を前記ハウジングに配置 こ
とを特徴とする請求項４記載のカード用コネクタ装置。
【請求項６】
　 記作動部は 記第１の可動接点部材を押し下げる回動部材と、この回動部材を復帰
方向へ付勢するばね部材とからなることを特徴とする請求項５記載のカード用コネクタ装
置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、携帯電話、ＰＣなど各種携帯情報端末、デジタルカメラ、デジタルＡＶ機器な
どのメモリー対応機器に用いられる小型メモリーカードなどに使用される、カード用コネ
クタ装置の構造に関する。
【０００２】
【従来の技術】
パーソナルコンピュータやデジタルカメラなどの電子機器の増設記録装置としてカード用
コネクタ装置が一般的に使用されている。このカード用コネクタ装置の記憶媒体としては
ＰＣカードやメモリーカードなどが広く使用さるようになってきている。
【０００３】
このＰＣカードやメモリーカードをカード用コネクタ装置に挿着して必要な情報の書き込
み、及び読み取りを行うものであるが、近年においては、小型のメモリーカードには、長
いもの、短いもの、厚いもの、薄いものなど、形状の異なる色々な種類のメモリーカード
が開発されており、これらに対応してカード用コネクタ装置も様々な種類のものが開発さ
れている。
【０００４】
この場合、カード用コネクタ装置としては一種類のメモリーカードにしか対応しておらず
、一つのカード用コネクタ装置には特定の一つのメモリーカードしか挿着することができ
なかった。このため、色々な種類のメモリーカードを使用したい場合には、それぞれのメ
モリーカード専用のカード用コネクタ装置を準備する必要があった。
【０００５】
また、メモリーカードの一つであるＳＤ（セキュアーデジタル）カード用コネクタ装置に
は、ＳＤカードが挿着されたことを検出するための検出スイッチが設けられており、この
ため、ＳＤカードと他のメモリーカード兼用のコネクタ装置を開発する場合には、ＳＤカ
ードを挿着したことを検出するための検出スイッチを設ける必要があった。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、それぞれのメモリーカード専用のカード用コネクタ装置を準備する場合に
は、カード用コネクタ装置を搭載する電子機器が大型化してしまい、また、メモリーカー
ドを挿着する際に、種類の異なるメモリーカードを間違って別のカード用コネクタに挿入
してしまうという不具合が発生する問題があった。
【０００７】
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このため、種類の異なる二つのカードを同時に挿着可能なコネクタ装置の構造が望まれて
いるが、ＳＤカードと他のメモリーカード兼用のコネクタ装置の構造では、ＳＤカードを
挿入したことを検出するための検出スイッチは、ＳＤカードのみの検出スイッチであるた
め、他のメモリーカードの挿入時には作動してはならないものとなっている。
【０００８】
したがって、本発明では上述した問題点を解決し、一つのコネクタ装置で種類の異なる二
つのカードを同時に挿着可能にした場合に、一方のカードの挿入時のみ作動する検出手段
を備えたカード用コネクタ装置を提供することを目的とする。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
　上記課題を解決するために本発明では第１の手段として、
幅広かつ肉薄な第１のカードと、この第１のカードより幅狭かつ肉厚な第２のカードの両
方が挿着可能な収納部を有するハウジングと、前記第１及び第２のカードを前記収納部内
へ案内するガイド部とを備え、前記ガイド部に、前記第１のカードの側面部と当接して前
記第１のカードの挿入を案内する第１の案内面と、前記第２のカードの側面部と当接して
前記第２のカードの挿入を案内する第２の案内面を形成すると共に、前記第１の案内面を
前記第２の案内面より外方で高さ方向の異なる位置に形成し、前記収納部には、前記第１
のカードの挿入により動作される検出手段を設け、この検出手段 前記第１のカードに
より押圧される作動部

、前記作動部を前記第１の案内面と前記第
２の案内面との間に配置し

たこ
とを特徴とする。
【００１０】
また、第２の手段として、前記検出手段は、前記第１のカードの挿入により前記作動部が
押圧されることにより、前記収納部の挿着位置へ前記第１のカードの挿入が完了したこと
を検出することを特徴とする。
【００１１】
また、第３の手段として、前記第１のカードには、書き込みの禁止か否かを示す識別子が
設けられ、前記検出手段は、挿入された前記第１のカードの前記識別子の配設位置を検出
することを特徴とする。
【００１２】
　また、第４の手段として、前記検出手段は、 固定接点部材の他端側と接離される第
２の可動接点部材 記第２の可動接点部材が前記識別子で押圧されることにより
変位され前記固定接点部材と接触することを特徴とする。
【００１３】
　また、第５の手段として 記第１及び第２の可動接点部材と、前記固定接点部材を前
記ハウジングに配置 ことを特徴とする。
【００１４】
　また、第６の手段として 記作動部は 記第１の可動接点部材を押し下げる回動部
材と、この回動部材を復帰方向へ付勢するばね部材とからなることを特徴とする。
【００１５】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施形態を図１乃至図２１に示す。図１はカード用コネクタ装置の平面図
、図２は同じく正面図、図３は同じく縦断面図、図４、図５は検出手段部分の部分詳細図
、図６は第１のカード挿着時のカード用コネクタ装置の平面図、図７は同じく正面図、図
８は同じく縦断面図、図９、図１０は同じく検出手段部分の部分詳細図、図１１は第２の
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と、この作動部により押圧される第１の可動接点部材と、この第１

の可動接点部材と一端側が接離される固定接点部材とからなり、前記第１の可動接点部材
と前記固定接点部材とを上下に対向して配設し

、前記作動部が前記第１のカードに押圧されて横方向に回動す
ることにより前記第１の可動接点部材が変位され前記固定接点部材と接触すると共に、前
記ハウジングには、前記第１のカード及び前記第２カードの挿入に伴いカード挿入方向に
移動可能に配設されたスライド部材を備え、前記作動部を前記スライド部材に配置し
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カード挿着時のカード用コネクタ装置の平面図、図１２は同じく正面図、図１３は同じく
縦断面図、図１４、図１５は同じく検出手段部分の部分詳細図、図１６は第１のカードの
平面図、図１７は同じく正面図、図１８は同じく底面図、図１９は第２のカードの平面図
、図２０は同じく正面図、図２１は同じく底面図である。
【００１６】
図１乃至５において、ハウジング１は、合成樹脂などの絶縁材で前方及び上方が開口され
た方形状の箱形に形成されている。このハウジング１の中央には収納部１ａが設けられて
おり、また、前記ハウジング１には、前記収納部１ａに連続してハウジング１の前面まで
延びるカード挿入部１ｂが形成されている。
【００１７】
前記収納部１ａには、導電性の金属材からなる第１、及び第２のコネクタ端子２、３が複
数個並設されている。前記第１のコネクタ端子２は、前記収納部１ａの略中央位置に配設
されており、平板状の基部と、この基部から互いに対向する方向へ略Ｚ字状に屈曲されて
形成された接続片２ａ及び接触片２ｂとから形成されている。前記コネクタ端子２は、一
端側に形成された前記接続片２ａが、前記収納部１ａの底面部に設けられた開口部１ｃか
ら外方へ表出して配設されており、この接続片２ａが電子機器などの外部の回路基板上の
回路パターンと半田付けされて固着されることで信号の伝送が行われるものとなる。
【００１８】
また、前記第１のコネクタ端子２の基部の他端側に形成された前記接触片２ｂが、前記収
納部１ａ内に突出して配設されたものとなっている。また、前記接触片２ｂの先端側には
、後述する第１のカード１４の接触端子部１４ａに接続される接点部が形成されている。
【００１９】
前記第２のコネクタ端子３は、前記収納部１ａの前記第１のコネクタ端子２の配設位置よ
りも奥方に配設されており、平板状の基部と、この基部から互いに対向する方向へ屈曲さ
れて形成された接続片３ａ及び接触片３ｂとから形成されている。前記第２のコネクタ端
子３は、一端側に形成された前記接続片３ａが、前記ハウジング１の後方外側面から外方
へ表出して配設されており、この接続片３ａが電子機器などの外部の回路基板上の回路パ
ターンと半田付けされて固着されることで信号の伝送が行われるものとなる。
【００２０】
また、前記第２のコネクタ端子３の基部の他端側に延出されて形成された前記接触片３ｂ
が、前記収納部１ａ内に突出して配設されたものとなっている。また、前記接触片３ｂの
先端側には、後述する第２のカード１５の接触端子部１５ａに接続される接点部が形成さ
れている。
【００２１】
また、前記カード挿入部１ｂには、後述する第２のカード１５の平面部を案内する平面か
らなる平坦部１ｄが設けられており、この平坦部１ｄを挟んで両側には、後述する第１及
び第２のカード１４、１５の側面部を案内する一対のガイド部１ｅ、１ｅが形成されてい
る。また、前記カード挿入部１ｂは、最大幅が第１のカード１４の幅と略等しくなるよう
に形成されており、また、最大厚さは第２のカード１５の厚さと略等しくなるように形成
されている。
【００２２】
また、一対の前記ガイド部１ｅ、１ｅには、段差状の平行面からなる複数の案内面が形成
されており、前記ガイド部１ｅの上端側には、第１のカード１４の側面部と当接して第１
のカード１４を挿着位置へ案内する凹状の第１の案内面１ｆが形成されている。また、前
記ガイド部１ｅの下端側には、凹状の前記第１の案内面１ｆよりも内側に位置され、第２
のカード１５の側面部と当接して第２のカード１５を挿着位置へ案内する凸状の第２の案
内面１ｇが形成されたものとなっている。
【００２３】
尚、前記第１の案内面１ｆと前記第２の案内面１ｇとは、前記第１の案内面１ｆが前記第
２の案内面１ｇより外方に形成されていると共に、お互いの位置が高さ方向に異なった位
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置に形成されたものとなっている。
【００２４】
また、前記ハウジング１の一側部には、後述するスライド部材９をカードの排出方向へ付
勢するコイルばねからなる復帰ばね４を収容するばね収容部が形成されている。また、こ
のばね収容部と対向する一端側には、スライド部材９をカードの挿着位置に保持する金属
の線材からなるロックピン５が回動可能に軸支されている。
【００２５】
また、前記ハウジング１の対向する他側部には、検出手段の一部である固定接点部材６と
、この固定接点部６を挟んで上下位置に第１の可動接点部材７及び第２の可動接点部材８
が配設されている。前記固定接点部材６は導電性の金属板からなり、中央の基部の両側に
は、対向して上下方向に延設された平板状の第１の接片６ａ及び第２の接片６ｂが形成さ
れている。この第１の接片６ａと第２の接片６ｂとは、お互いに９０度捻った状態で基部
から延設されており、それぞれの自由端側の接点部はお互いに交差する方向に設けられて
いる。また、前記基部には、前記ハウジング１の外側面から外方へ突出する端子片６ｃが
形成されている。
【００２６】
前記第１の可動接点部材７は、同じく導電性の金属板からなり、基部から下方の一端側に
延設された平板状の可動片７ａと、これとは交差する方向に延出され前記ハウジング１の
外側面から外方へ突出する端子片７ｂが形成されている。また、前記可動片７ａの自由端
側は下側に略Ｕ字状に屈曲されており、この先端部が前記固定接点部材６の第１の接片６
ａの接点部と接離される接点部となっている。
【００２７】
この場合、前記固定接点部材６の第１の接片６ａと前記第１の可動接点部材７の可動片７
ａとは上下方向（この場合カード挿入方向に直交する方向）に対向した状態で前記ハウジ
ング１に配設されており、後述する作動部の回動部材１２に前記可動片７ａの屈曲部上面
が押圧されることにより、前記可動片７ａと前記第１の接片６ａとが上下方向に変位され
るように形成されている。尚、前記固定接点部材６の第１の接片６ａと、前記第１の可動
接点部材７の可動片７ａとが接触することで後述する第１のカード１４の挿入が完了した
ことを検出するようになっている。
【００２８】
このように、前記固定接点部材６と前記第１の可動接点部材７とを上下に対向して配設す
るようにしたことから、前記固定接点部材６と前記第１の可動接点部材７の変位方向を上
下に設定することができるので、幅方向に逃げを設ける必要が無くなり、前記ハウジング
１の幅方向を小さくすることができるものとなっている。
【００２９】
前記第２の可動接点部材８は、同じく導電性の金属板からなり、基部から上方の一端側に
延設された平板状の可動片８ａと、これとは交差する方向に延出され前記ハウジング１の
外側面から外方へ突出する端子片８ｂが形成されている。また、前記可動片８ａの自由端
側は、互いに対向する方向に膨出する膨出部を有する略Ｓ字状に屈曲されており、この一
方の膨出部が前記固定接点部材６の第２の接片６ｂの接点部と接離される接点部となって
いる。
【００３０】
この場合、前記固定接点部材６の第２の接片６ｂと前記第２の可動接点部材８の可動片８
ａとは横方向に対向した状態で前記ハウジング１に配設されており、後述する第１のカー
ド１４の識別子１４ｄに前記可動片８ａの他方の膨出部が押圧されることにより、前記可
動片８ａと前記第２の接片６ｂとが横方向に変位されるように形成されている。尚、前記
固定接点部材６の第２の接片６ｂと、前記第２の可動接点部材８の可動片８ａとが接離す
ることで後述する第１のカード１４の書き込み禁止か否かを検出するようになっている。
【００３１】
このように、検出手段は、前記第１の可動接点部材７と、この第１の可動接点部材７と一
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端側が接離される前記固定接点部材６と、この固定接点部材６の他端側と接離される前記
第２の可動接点部材８とから形成されているので、後述する第１のカード１４の挿入の完
了の検出と、第１のカード１４への書き込みの禁止の検出とを一つの検出手段で行うこと
ができるので、構造が簡易となり、小型化、ローコスト化が図れるものとなっている。
【００３２】
スライド部材９は、合成樹脂などの絶縁材から略Ｈ字状に形成されており、このスライド
部材９には、手前側に位置して後述する第１のカード１４が収容される第１のカード収容
部９ａと、この第１のカード収容部９ａより後方側に位置して後述する第２のカード１５
が収容される第２のカード収容部９ｂとが形成されている。
【００３３】
また、前記第１のカード収容部９ａの一側面部には、収容される第１のカード１４の側面
部に設けられた位置決め用の凹部１４ｅに係合する、ばね性を有する金属板等からなる第
１係合片１０が固着されており、また、前記第２のカード収容部９ｂの一側面部には、同
じく、収容される第２のカード１５の側面部に設けられた位置決め用の凹部１５ｃに係合
する、ばね性を有する金属板等からなる第２係合片１１が固着されたものとなっている。
【００３４】
また、前記第１のカード収容部９ａの他側面部には、収容される第１のカード１４の前端
部の角部と係合される回動部材１２が形成されており、この回動部材１２の一端側が前記
スライド部材９に回動可能に軸支されている。前記回動部材１２は、第１のカード１４が
前記第１のカード収容部９ａに収容されるのに伴って、他端側が横方向に回動するように
なっており、第１のカード１４がカードの挿着位置に挿着された時には、前記他端部が前
記第１の可動接点部材７の可動片７ａの上面側を押圧して押し下げることにより前記固定
接点部材６の第１の接片６ａと接触させるようになっている。
【００３５】
また、前記回動部材１２には、前記他端部を復帰方向（前記第１のカード収容部９ａの内
側方向）に付勢するばね部材１３が設けられており、このばね部材１３と前記回動部材１
２とで検出手段の一部である作動部が構成されている。また、この作動部は、前記ハウジ
ング１のカード挿入部１ｂの両側に設けられた、第１のカード１４の挿入を案内する前記
第１の案内面１ｆと、第２のカード１５の挿入を案内する前記第２の案内面１ｇとの間に
位置するように前記第１のカード収容部９ａに配置されたものとなっている。
【００３６】
また、前記スライド部材９には、前記ハウジング１のばね収容部に収容された、前記復帰
ばね４の一端部が係止されるばね係止部９ｃが設けられており、また前記スライド部材９
の一端側には、前記ハウジング１の一端側に軸支された前記ロックピン５の他端が摺接さ
れるハート型カム溝９ｄが形成されている。前記ロックピン５と前記ハート型カム溝９ｄ
との協同によって前記スライド部材９は、前記復帰ばね４の付勢力に抗してカードの挿着
位置に保持されるものとなっている。
【００３７】
尚、図示はしないが、前記ハウジング１の上面側には、金属板からなるカバー部材が、前
記ハウジング１の上面側の開口部を覆うように取り付けられている。また、このカバー部
材は前記ハウジング１の収納部１ａに配設された前記第１及び第２のコネクタ端子２、３
の上面を覆うように形成されており、外部からの輻射ノイズ等の侵入を防止するシールド
板の役目も果たすものとなっている。
【００３８】
図１６乃至１８において、第１のカード１４は、内部に集積回路（ＩＣ）が収納されてお
り、記録媒体として広く使用されているものである。この第１のカード１４の一表面には
、その一端側に複数の接触端子部１４ａが形成されており、この接触端子部１４ａが前記
ハウジング１の収納部１ａに配設された前記第１のコネクタ端子２の接触片２ｂと接触す
ることにより、外部に接続された電子機器との種々の情報処理が行われるものとなってい
る。
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【００３９】
また、前記第１のカード１４には、前記接触端子部１４ａの形成側のその一隅部に、斜面
状の切り欠き部１４ｂが設けられている。前記第１のカード１４が前記スライド部材９の
第１のカード収容部９ａに挿入された時、この切り欠き部１４ｂと他端側の角部が前記ス
ライド部材９の第１のカード収容部９ａの内面係止部９ｅと前記回動部材１２に係合する
ことによって、前記スライド部材９が前記第１のカード１４の挿入に伴って挿入方向へ移
動可能となるように形成されている。
【００４０】
また、前記第１のカード１４の一側面部には、カードの書き込み禁止を示す識別部である
凹溝部１４ｃが形成され、この凹溝部１４ｃにはスライド可能な識別子１４ｄが設けられ
ている。この識別子１４ｄをスライド移動させることにより、前記凹溝部１４ｃの位置を
変更することができ、この位置に応じてカードへの書き込みの可否を変更することが可能
となっている。
【００４１】
また、前記第１のカード１４の他側面部には、位置決め用の凹部１４ｅが形成されている
。この凹部１４ｅに前記第１のカード収容部９ａの一側面部に設けられたばね性を有する
前記第１係合片１０が係合することで前記第１のカード１４を前記スライド部材９の第１
のカード収容部９ａに保持させるものとなっている。
【００４２】
尚、前記第１のカード１４の下面側両端部には長尺状の切り溝部１４ｆが形成されており
、この切り溝部１４ｆを除いた最大幅寸法はやや幅広に形成されており、これに対して最
大厚さ寸法はやや肉薄に形成されたものとなっている。
【００４３】
図１９乃至２１において、第２のカード１５は、内部に集積回路（ＩＣ）が収納されてお
り、記録媒体として広く使用されているものである。この第２のカード１５の一表面には
、その一端側に複数の接触端子部１５ａが形成されており、この接触端子部１５ａが前記
ハウジング１の収納部１ａに配設された前記第２のコネクタ端子３の接触片３ｂと接触す
ることにより、外部に接続された電子機器との種々の情報処理が行われるものとなってい
る。
【００４４】
また、前記第２のカード１５の一端部には傾斜面からなる切り欠き部１５ｂが形成されて
おり、この切り欠き部１５ｂと一定の間隔をおいて前記第２のカード１５の一側面部には
、位置決め用の凹部１５ｃが形成されている。前記第２のカード１５を前記スライド部材
９の第２のカード収容部９ｂに挿入する際、この凹部１５ｃに、前記第２のカード収容部
９ｂの一側面部に設けられたばね性を有する前記第２係合片１１が係合することにより、
第２のカード１５を前記スライド部材９の第２のカード収容部９ｂに保持させるものとな
っている。
【００４５】
前記第２のカード１５が前記スライド部材９の第２のカード収容部９ｂに挿入された時、
前記第２のカード１５の前縁部が前記スライド部材９の第２のカード収容部９ｂの一対の
前面係止部９ｆ、９ｇに当接することによって、前記スライド部材９が前記第２のカード
１５の挿入に伴って挿入方向へ移動可能となるように形成されている。
【００４６】
尚、前記第２のカード１５は略長方体状に形成されており、前記第１のカード１４に比較
して、最大幅寸法はやや幅狭に形成されており、これに対して最大厚さ寸法はやや肉厚に
形成されたものとなっている。また、挿入方向の長さが前記第１のカード１４よりも長く
長尺状に形成されたものとなっている。
【００４７】
上記構成のように、形状の異なる、それぞれの前記第１のカード１４、及び前記第２のカ
ード１５を前記ハウジング１のカード挿入部１ｂに挿入する場合、上記実施例の構成にお
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いては、図７及び図１２に示すように、前記カード挿入部１ｂは、最大幅が、幅広、肉薄
である前記第１のカード１４の幅と略等しくなるように形成されており、また、最大厚さ
は、幅狭、肉厚である前記第２のカード１５の厚さと略等しくなるように形成されている
ことから、それぞれの前記第１、及び第２のカード１４、１５の挿入が可能となっている
。
【００４８】
また、この場合、前記カード挿入部１ｂの両側部には一対の前記ガイド部１ｅ、１ｅが形
成されており、この前記ガイド部１ｅに前記第１のカード１４の側面部と当接して第１の
カード１４を挿着位置に案内する凹状の第１の案内面１ｆと、前記第２のカード１５の側
面部と当接して第２のカード１５を挿着位置へ案内する凸状の第２の案内面１ｇとを形成
したことから、形状の異なる複数種類のカードを円滑に、かつ確実にカードの挿着位置に
案内することができるものとなっている。
【００４９】
また、前記第２のカード１５は前記第１のカード１４よりも挿入方向の長さが長く長尺状
に形成されており、また、前記ハウジング１の収納部１ａには、前記第１のカード１４の
接触端子部１４ａと接触する前記第１のコネクタ端子２と、前記第２のカード１５の接触
端子部１５ａと接触する前記第２のコネクタ端子３とを、カードの挿入方向に違えて、そ
れぞれの前記接触端子部１４ａ、１５ａの形成位置に対応させて配設するようにしたこと
から、形状の異なる複数種類のカードと、これらを挿着するコネクタ装置のコネクタ端子
との接触を確実に行うことができるものとなっている。
【００５０】
次に、図６乃至図１５を用いて前記第１のカード１４、及び第２のカード１５をコネクタ
装置に挿入する場合の動作を説明する。
まず、図１に示す初期の状態、すなわち前記第１のカード１４の未挿入時には、前記スラ
イド部材９は前記復帰ばね４の付勢力によりカードの排出方向へ付勢されている。この時
、前記固定接点部材６と第１及び第２の可動接点部材７、８は共に離間しておりオフ状態
となっている。
【００５１】
次に、前記第１のカード１４が、前記スライド部材９の第１のカード収容部９ａに挿入さ
れると、前記第１のカード１４は、前記第１係合片１０により位置決め用の前記凹部１４
ｅが係合されて前記第１のカード収容部９ａに保持されるものとなる。そして、前記第１
のカード１４の前端部の角部が、前記第１のカード収納部９ａに回動可能に軸支された前
記回動部材１２に当接して、この回動部材１２を反時計方向へ回動させるものとなる。こ
の時、前記第１のカード１４の接触端子部１４ａは前記第１のコネクタ端子２の接触片２
ｂの接点部とは離間している。
【００５２】
次に、前記第１のカード１４をカードの挿入方向へ押圧してやると、前記第１のカード１
４の切り欠き部１４ｂと他端側の角部が、前記スライド部材９の第１のカード収容部９ａ
の内面係止部９ｅと前記回動部材１２に係合していることから、前記スライド部材９が前
記第１のカード１４の挿入に伴って挿入方向へ移動可能となり、前記復帰ばね４の付勢力
に抗して前記スライド部材９がカードの挿入方向へ移動して、前記ロックピン５の一端部
が前記ハート型カム溝６ｄをトレースしてロック位置にロックされる。そして、前記第１
のカード１４の接触端子部１４ａは前記第１のコネクタ端子２の接触片２ｂの接点部と接
触するものとなる。（図６）
【００５３】
この時、前記回動部材１２が前記第１の可動接点部材７の可動片７ａを押圧することによ
り、前記固定接点部材６の第１の接片６ａと接触することで前記第１のカード１４の挿入
が完了したことを検出することができる。また、前記第１のカード１４に設けられた前記
識別子１４ｄが前記第２の可動接点部材８の可動片８ａを押圧することにより、前記固定
接点部材６の第２の接片６ｂと接触することで前記第１のカード１４の書き込み禁止か否
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かを検出することができるものとなっている。
【００５４】
このように、前記第１のカード１４の挿入により前記回動部材１２が回動されて前記第１
の可動接点部材７の可動片７ａが押圧されることにより、前記ハウジング１の収納部１ａ
の挿着位置へ前記第１のカード１４の挿入が完了したことを検出するようにしたので、前
記第１のカード１４が挿入された場合には、確実に挿着位置への挿入の完了を検出するこ
とができるものとなっている。
【００５５】
また、前記回動部材１２を前記スライド部材９に配置するようにしたので、前記第１のカ
ード１４の挿入に伴い前記スライド部材９と共に前記回動部材１２が奥方へ移動されて、
前記第１のカード１４の挿着位置で前記第１の可動接点部材７を押圧するので、確実に前
記第１のカード１４の挿入が完了したことを検出することができるものとなっている。
【００５６】
また、前記第１のカード１４には、書き込みの禁止か否かを示す前記識別子１４ｄが設け
られており、前記第２の可動接点部材８によって、挿入された前記第１のカード１４の識
別子１４ｄの配設位置を検出するようにしたので、同様に、前記第１のカード１４が挿入
された場合には、確実に書き込みの禁止か否かを検出することができるものとなっている
。
【００５７】
次に、図１に示す初期の状態、すなわち前記第２のカード１５の未挿入時には、前記スラ
イド部材９は前記復帰ばね４の付勢力によりカードの排出方向へ付勢されている。この時
、前記固定接点部材６と第１及び第２の可動接点部材７、８は共に離間しておりオフ状態
となっている。
【００５８】
次に、前記第２のカード１５が、前記スライド部材９の第２のカード収容部９ｂに挿入さ
れると、前記第２のカード１５は、前記第２係合片１１により位置決め用の前記凹部１５
ｃが係合されて前記第２のカード収容部９ｂに保持されるものとなる。この時、前記第２
のカード１５の接触端子部１５ａは前記接触片３ｂの接点部とは離間している。
【００５９】
次に、前記第２のカード１５をカードの挿入方向へ押圧してやると、前記第２のカード１
５の前縁部が前記スライド部材９の第２のカード収容部９ｂの一対の全面係止部９ｅと係
合することによって、前記スライド部材９が前記第２のカード１５の挿入に伴って挿入方
向へ移動可能となり、前記復帰ばね４の付勢力に抗して前記スライド部材９がカードの挿
入方向へ移動して、前記ロックピン５の一端部が前記ハート型カム溝９ｄをトレースして
ロック位置にロックされる。そして、前記第２のカード１５の接触端子部１５ａは前記第
２のコネクタ端子３の接触片３ｂの接点部と接触するものとなる。（図１１）
【００６０】
この場合、前記第１のカード１４は幅広かつ肉薄に形成され、前記第２のカード１５は前
記第１のカード１４より幅狭かつ肉厚に形成されており、前記第２のカード１５は、前記
第１のカード１４に比べてその幅が狭くなっていることから、挿入の過程において、前記
第１のカード収容部９ａに設けられた前記回動部材１２とは当接されず、また、前記ハウ
ジング１に設けられた前記第２の可動接点部材８の可動片８ａの膨出部とも当接されずに
、前記スライド部材９と共にカードの挿着位置まで挿入されるものとなっている。
【００６１】
上記構成によれば、前記ハウジング１のカード挿入部１ｂの両側に設けられた、前記第１
のカード１４及び前記第２のカード１５を案内するための前記ガイド部１ｅ、１ｅには、
前記第１のカード１４の挿入を案内するための前記第１の案内面１ｆと、前記第２のカー
ド１５の挿入を案内するための前記第２の案内面１ｇとが形成されており、また、前記第
１の案内面１ｆが前記第２の案内面１ｇより外方で高さ方向の異なる位置に形成されたも
のとなっている。また、前記ハウジング１の収納部１ａには、前記第１のカード１４の挿
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入により動作される検出手段の一部である前記固定接点部材６と前記第１の可動接点部材
７とを設け、前記スライド部材９には、前記第１のカード１４により押圧される前記回動
部材１２を形成して、前記回動部材１２を前記第１の案内面１ｆと前記第２の案内面１ｇ
との間の位置に配置するようにしたので、検出手段の一部である前記回動部材１２が前記
第１のカード１４を案内する前記第１の案内面１ｆより内側で、前記第２のカード１５を
案内する前記第２の案内面１ｇより外側に配置されることになるので、前記回動部材１２
が前記第２のカード１５で押圧されることが無く、確実に前記第１のカード１４の挿入に
よってのみ検出手段を作動させることができるものとなっている。
【００６２】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明のカード用コネクタ装置は、幅広かつ肉薄な第１のカードと
、この第１のカードより幅狭かつ肉厚な第２のカードの両方が挿着可能な収納部を有する
ハウジングと、第１及び第２のカードを収納部内へ案内するガイド部とを備え、ガイド部
に、第１のカードの側面部と当接して第１のカードの挿入を案内する第１の案内面と、第
２のカードの側面部と当接して第２のカードの挿入を案内する第２の案内面を形成すると
共に、第１の案内面を第２の案内面より外方で高さ方向の異なる位置に形成し、収納部に
は、第１のカードの挿入により動作される検出手段を設け、この検出手段に第１のカード
により押圧される作動部を形成すると共に、作動部を第１の案内面と第２の案内面との間
に配置したことから、検出手段の作動部が第１のカードを案内する第１の案内面より内側
で、第２のカードを案内する第２の案内面より外側に配置されることになるので、作動部
が第２のカードで押圧されることが無く、確実に第１のカードの挿入によってのみ検出手
段を作動させることができるため、一つのコネクタ装置で種類の異なる二つのカードを同
時に挿着可能なコネクタ装置が得られる。
【００６３】
また、検出手段は、第１のカードの挿入により作動部が押圧されることにより、収納部の
挿着位置へ第１のカードの挿入が完了したことを検出することから、第１のカードが挿入
された場合には、確実に挿着位置への挿入の完了が検出できる。
【００６４】
また、第１のカードには、書き込みの禁止か否かを示す識別子が設けられ、検出手段は、
挿入された第１のカードの識別子の配設位置を検出することから、同様に、第１のカード
が挿入された場合には、確実に書き込みの禁止か否かを検出することができる。
【００６５】
また、検出手段は、作動部と、この作動部により押圧される第１の可動接点部材と、この
第１の可動接点部材と一端側が接離される固定接点部材と、この固定接点部材の他端側と
接離される第２の可動接点部材とからなり、作動部が第１のカードで押圧されることによ
り第１の可動接点部材が変位され固定接点部材と接触するものとされ、第２の可動接点部
材が識別子で押圧されることにより変位され固定接点部材と接触することから、第１のカ
ードの挿入の完了の検出と第１のカードへの書き込みの禁止の検出とを一つの検出手段で
行うことができるので、構造が簡易となり、小型化、ローコスト化が図れる。
【００６６】
また、ハウジングには、第１のカード及び第２カードの挿入に伴いカード挿入方向に移動
可能に配設されたスライド部材を備え、第１及び第２の可動接点部材と、固定接点部材を
ハウジングに配置し、作動部をスライド部材に配置したことから、第１のカードの挿入に
伴いスライド部材と共に作動部が奥方へ移動されて、第１のカードの挿着位置で第１の可
動接点部材を押圧するので、確実に第１のカードの挿入が完了したことを検出することが
できる。
【００６７】
また、固定接点部材と第１の可動接点部材を上下に対向して配設し、作動部は、第１のカ
ードの前端部で押圧されて横方向に回動することにより第１の可動接点部材を押し下げる
回動部材と、この回動部材を復帰方向へ付勢するばね部材とからなることから、固定接点
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部材と第１の可動接点部材の変位方向を上下に設定することができるので、幅方向に逃げ
を設ける必要が無く、コネクタ装置全体の幅方向を小さくすることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明のカード用コネクタ装置を示す平面図である。
【図２】本発明の同じくカード用コネクタ装置を示す正面図である。
【図３】本発明の同じくカード用コネクタ装置を示す縦断面図である。
【図４】本発明の検出手段部分を示す部分詳細図である。
【図５】本発明の同じく検出手段部分を示す部分詳細図である。
【図６】本発明の第１のカード挿着時のカード用コネクタ装置を示す平面図である。
【図７】本発明の同じく第１のカード挿着時のカード用コネクタ装置を示す正面図である
。
【図８】本発明の同じく第１のカード挿着時のカード用コネクタ装置を示す縦断面図であ
る。
【図９】本発明の第１のカード挿着時の検出手段部分を示す部分詳細図である。
【図１０】本発明の同じく第１のカード挿着時の検出手段部分を示す部分詳細図である。
【図１１】本発明の第２のカード挿着時のカード用コネクタ装置を示す平面図である。
【図１２】本発明の同じく第２のカード挿着時のカード用コネクタ装置を示す正面図であ
る。
【図１３】本発明の同じく第２のカード挿着時のカード用コネクタ装置を示す縦断面図で
ある。
【図１４】本発明の第２のカード挿着時の検出手段部分を示す部分詳細図である。
【図１５】本発明の同じく第２のカード挿着時の検出手段部分を示す部分詳細図である。
【図１６】本発明の第１のカードを示す平面図である。
【図１７】本発明の同じく第１のカードを示す正面図である。
【図１８】本発明の同じく第１のカードを示す底面図である。
【図１９】本発明の第２のカードを示す平面図である。
【図２０】本発明の同じく第２のカードを示す正面図である。
【図２１】本発明の同じく第２のカードを示す底面図である。
【符号の説明】
１　ハウジング
１ａ　収納部
１ｂ　カード挿入部
１ｃ　開口部
１ｄ　平坦部
１ｅ　ガイド部
１ｆ　第１の案内面
１ｇ　第２の案内面
２　第１のコネクタ端子
２ａ　接続片
２ｂ　接触片
３　第２のコネクタ端子
３ａ　接続片
３ｂ　接触片
４　復帰ばね
５　ロックピン
６　固定接点部材（検出手段）
６ａ　第１の接片
６ｂ　第２の接片
６ｃ　端子片
７　第１の可動接点部材（検出手段）
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７ａ　可動片
７ｂ　端子片
８　第２の可動接点部材（検出手段）
８ａ　可動片
８ｂ　端子片
９　スライド部材
９ａ　第１のカード収容部
９ｂ　第２のカード収容部
９ｃ　ばね係止部
９ｄ　ハート型カム溝
９ｅ　内面係止部
９ｆ，９ｇ　前面係止部
１０　第１係合片
１１　第２係合片
１２　回動部材（作動部、検出手段）
１３　ばね部材（作動部、検出手段）
１４　第１のカード
１４ａ　接触端子部
１４ｂ　切り欠き部
１４ｃ　凹溝部
１４ｄ　識別子
１４ｅ　凹部
１４ｆ　切り溝部
１５　第２のカード
１５ａ　接触端子部
１５ｂ　切り欠き部
１５ｃ　凹部
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】
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